
5 歳児のペースで歩いて 15

分程の距離にある学習プラザ、

八尾市立リサイクルセンター

『めぐる』に社会見学に行って

きました。今年の 5 歳児は昨年

度に「エコキッズ」という SDGS

の話をゲストにきていただき、

話をきいていたので、より環境

へ興味をもって見学していま

した。 

先日、ビーズが入ったペットボトルを部屋の前の水道で流していたＡ児の姿を見て「ここは海につながっているから、ビーズ流
したらお魚死んじゃうやん！」と指摘する場面があり、このことがきっかけになって、クラスで話し合うことになりました。 
そこで、自分たちだけでなく“多くの人にこの思いを伝えたい””守って欲しい””行き物の命も大切”と今回の取り組みを自分の

こととして考える姿がありました。「このままだと水族館もなくなってしまうかもしれないやん」と未来に向けて考えを巡らす子
どもの姿もあり、さすが 5 歳さんと感心するばかりでした。子どもたちが、心を込めて描いた SDGｓのポスターは、園内だけでな
く、安中人権コミセン、ふれあい農園、安中老人センターなど地域の方が出入りする場所に貼ってもらっています。ぜひ、保護者
の方も見に行っていただき、親子で環境問題について考えるきっかけにしてください。あっ、園内にもあちらこちら貼ってありま
すのでご覧くださいね。 
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線路沿いでは、電車

を間近で見て大興奮

でした！！ 

「ビーズを排水溝に流さないよう
にするにはどうしたらいい？」とク
ラスで話し合った結果…。ザル
で受けて流すことになりました。 

「めぐる」に向かう途中の川沿いに“ポイ
捨て禁止”と書かれたポスターがあり、それ
に気づいた子どもが「僕らが描いたポスタ
ーと一緒やん！」と言いながら、川を心配
そうに確かめながら歩く姿がありました 

「どこに貼る？」「ここやったら、

赤ちゃんも見てくれるかな？！」

など、相談しながら貼っている姿

が微笑ましかったです。 

グループで「何をつたえたい

か」「どんな絵にするか」な

ど自分の考えを友だちに伝

え、共同しながら取り組みま

した。 

安中人権コミセンで

は、職員の方がポスタ

ーを 2 枚受け取ってく

ださいました。入口と

中に入った所に貼って

くださっています。

よ。 

「めぐる」にもポスターを貼ってもらいました 


